令和２年度事業報告書
　　令和２年４月１日から令和３年３月３１日まで
特定非営利活動法人　岡山マインド「こころ」
１、事業の成果
令和2年度、私たちは以下の事業を行いました。平成30年7月西日本豪雨で被災し、その上コロナ禍によって私たちは未曽有の災害を二つ経験しました。地ビール醸造・販売事業はコロナ禍の中で大きく影響を受け、240万円の赤字となりましたが、グループホーム事業の立て直しが予定通り行えたおかげで、法人として事業の継続が可能な西日本豪雨災害前の体制まで復旧することができました。
ただ、コロナ禍による各種イベントや講演会等が軒並み中止に追い込まれて、マインドの当事者活動がほとんどできなかったことは、重い空気感の中で各人にのしかかった一年でした。
　マインド作業所で被災し、イギリスへ発注した製麦プラントは、コロナ禍により未だに製造・納品されるメドが立たないままですが、倉敷で生まれた大麦で本物の地ビールをつくる「くらしき物語」プロジェクトの継続を目指して、耐え忍んだ一年でした。
１　心の｢病｣をかかえた当事者・家族並びに市民への相談事業

　平成19年度から始めた「テーブルまび」も17年目を迎えました。「テーブルまび」から派生した高齢・児童分野の事業所・医療機関、行政、ボランティア等で集まり話し合う「真備連絡会（真備地区関係機関・事業所等連絡会）」は西日本豪雨災害後は約30団体が集まる顔が見える集まりに育ち、毎月第二木曜日に開催されています。「テーブルまび」も毎月第三日曜日に継続しています。

２　心の｢病｣をかかえた当事者・家族と市民の交流事業

　本年度は、コロナ禍の中で箭田まちづくり推進協議会と共催する「まちコン」も、数回、小規模に箭田分館内のみで開催できましたが、飲食と音楽を伴う内容はほぼ中止となり、少人数でビデオ鑑賞会を数回行いました。
３　互いに楽になれるような研修・啓発活動事業（マインド作業所の当事者活動）
≪２０２０年≫
・4月8日（水）　　 かけはし会議2020中止（コロナ禍にて）

・4月9日（木）　　 真備連絡会2020中止（コロナ禍にて）

・4月10日（金）　　森上さん、長屋まびへ入居される
・4月12日（日　　　テーブルまび2020中止（コロナ禍にて）
・4月18日（土）　　第１回まちコン2020中止（コロナ禍にて、10月から一時再開するも再び休止）
・5月14日（木）　　第１回真備連絡会2020　（3会場に分かれてZOOM会議・18名参加）
・5月24日（日）　　マインド総会（マインド作業所にて）
・6月6日（土）　 　日本福祉のまちづくり学会・オンラインセミナーに矢吹さん参加
・6月7日（日）　　 溝掃除
・6月11日（木）　　第2回真備連絡会2020　（ZOOM会議・27名参加）
・6月13日（土）∼14日（日）　北長瀬ブランチへ地ビール出店

・6月14日（日）　　第1回テーブルまび2020再開　（Beerまびにて・10名参加）
・6月15日（土）　　湯浅さん、マインドホーム１（２階）へ入居

・6月21日（日）　　穂坂さん、長屋まびへ入居
・6月25日（木）　　稲垣さん引っ越し（プリンスコートへ）
・7月7日（火）　　 夜、線状降水帯により土砂災害避難警報発令、マインドホーム２へ避難
・7月9日（木）　　 第3回真備連絡会2020　（保健福祉会館+ZOOM会議・31名参加）
・7月12日（日）　　第2回テーブルまび2020　（Beerまび・9名参加）
・7月13日（月）　　「川と暮らす」記者会見に矢吹さん参加　（市役所記者クラブにて）
・7月14日（火）　　線状降水帯で小田川増水、真備連絡会・避難訓練（真備総・二万仮設・まきび荘）
・7月29日（水）　　第1回かけはし会議2020（5ヵ月ぶり、8名参加・市保健所202）
・8月2日（日）　　倉敷市社協・権利擁護ネット 玉木さん講演会へ矢吹さん・多田参加（箭田分館）
・8月8日（土）-10日（月・祝）　アリオ地ビールイベント出店
・8月9日（日）　　第3回テーブルまび2020　（Beerまび・8名参加）
・8月13日（木）　 第4回真備連絡会2020　（保健福祉会館+ZOOM会議・22名参加）
　　 赤沢さん、マインドホーム2へ入居
・8月19日（水）　 第2回かけはし会議2020　（マインド作業所・9名参加）
・8月20日（木）　 マインド親子クラブ（マインドホーム２にて）　
・8月22日（土）　 箭田ふれあい夏祭りへマインド音楽隊出演　（駅前広場・7名参加）
・9月1日（火）　  真備総・二万仮設集会室でまちづくり推進協議会と真備連絡会の合同避難訓練
・9月10日（木）　 第5回真備連絡会2020　（保健福祉会館+ZOOM・27名参加）
・9月13日（日）　 第4回テーブルまび2020　（Beerまび・12名参加）
・9月16日（水）　 第3回かけはし会議2020　（プラザ102・9名参加）
・9月19日（土）～22日（火・祝）　北長瀬ブランチ地ビールイベント出店

・9月20日（日）　 武田さん、マインドホーム2へ引っ越し
・10月8日（木）　 第6回真備連絡会2020　（保健福祉会館+ZOOM・25名参加）
・10月11日（日）　第5回テーブルまび2020　（Beerまび・13名参加）
・10月14日（水）　第4回かけはし会議2020　（プラザ102・12名参加）
・10月17日（土）　まちコン（映画上映会・箭田分館）
・10月29日（木）　岡山市北地域精神保健福祉連絡会講演（高松公民館・10名参加）
・10月30日（金）　精神部会　意見交換会（プラザ201・2名参加）
・10月31日（土）～11月3日（火・祝）　未来公園地ビールイベント出店
・11月8日（日）　 第6回テーブルまび2020　　「七夕会」発足　（Beerまび・11名参加）
・11月11日（水）　第5回かけはし会議2020　（プラザ102・10名参加）
・11月12日（木）　第7回真備連絡会2020（支所101会議室+ZOOM・23名参加）
・11月15日（日）　箭田文化祭参加
・11月22日（日）　福祉オンブズおかやま・養成講座にて矢吹・多田話　（コトノネ取材入る）

・11月23日（月）　箭田まちづくり推進協議会と真備連絡会合同避難訓練（箭田小学校・7名参加）
　　　　　　　　　　コトノネ取材
・12月10日（木）　 第8回真備連絡会2020　（保健福祉会館+ZOOM・16名参加）
・12月13日（日）　 第8回テーブルまび2020　（Beerまび・9名参加）　
・12月16日（水） 　渡辺開さん、長屋まびへ入居
・12月24日（木） 　こころほっとサポーター・支え合いセンター交流会へ参加　（支所101・6名参加）

≪２０２１年≫
・１月2日（土）　 　新春ドライヴ（笠岡干拓地まで）
・1月10日（日） 　 第9回テーブルまび2019　（Beerまび・12名参加）
・1月14日（木）　 　第9回真備連絡会2020　（保健福祉会館+ZOON・27名参加）
・1月18日（月）　　平松淳子さん、27年間の倉敷神経科病院への入院から長屋まびへ退院される

・2月14日（日） 　 第10回テーブルまび2020　（Beerまび・13名参加）
・2月17日（水）　　かけはし会議2020再開（3ヵ月ぶり・6回目・市保健所・12名参加）
・2月18日（木）　　第11回真備連絡会2020　（保健福祉会館+ZOOM）
・2月19日（金）　　川崎医療福祉大学　実習報告会ZOOM（早崎、大津寄、矢吹、武内、多田参加）

・2月26日（金）　　精神部会（地域移行専門分化会）　（市保健所302・3名参加）
・3月6日（土）　 　日本精神衛生会シンポジウムへZOOM参加（矢吹、多田）
・3月11日（木）　　第12回真備連絡会2020　20名参加　真備保健福祉会館
・3月14日（日）　　第12回テーブルまび2020　（Beerまび・17名参加）
・3月19日（水）　　かけはし会議2020　第7回ミーティング　（市保健所301・12名参加）
・3月28日（日）　　マービー文化祭プレフェス　マインド音楽隊生出演「語り部の会」へ矢吹さん参加
４　「障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律」による障害福祉サービス、並びに地域生活支援事業に係る事業
≪グループホーム運営事業≫
　　マインドケアホーム・グループホーム事業所として開設し、本年5月1日で丸10年目を迎えました。西日本豪雨災害前に23部屋あったものが大きく被災をし、昨年度初めには16部屋まで回復させましたが、やっと昨年度末には22部屋まで、ほぼ現状回復することができ、昨年度は経営的にもやっと赤字を脱することができました。コロナ禍の中でありながらも、昨年度中に5名の方々（27年間の長期入院の方1名、真備で被災された方2名を含めて5名）を迎え入れながらここまでたどり着けたのは、これまでマインドが信用されてきた証であり、多くの方々のご支援と、マインドの当事者・スタッフの方々の献身的な努力のおかげでありました。「共に守る」という意識がそれを可能にし、新しく入られた方々への非常に手厚い関わりが行われてきました。
≪マインド作業所運営事業≫
西日本豪雨災害で全壊したマインド作業所も復旧し、当事者活動の拠点、製麦プラントを備えた地域活動支援センターⅢ型として再出発する準備をしておりましたが、コロナ禍で当事者活動がほぼ全て休止に追い込まれ、また製麦プラントもコロナ禍で製造・輸入が止まったままです。同居する一般社団法人お互いさま・まびラボが運営する「お互いさまセンターまび」は、現在も被災者支援センターとしてマインド作業所と協働しています。
被災前は「語り部」事業やビール瓶のラベル製作・貼り付け作業、コーヒー販売事業、弁当宅配事業・親子クラブ事業などとともに、製麦作業も約3トンの大麦を麦芽に加工しましたが、コロナ禍の中で活動は大きく後退し、居場所としての機能のみとなってしまいました。今年度のマインド作業所の当事者活動としては、５回のZOOMをふくめた講演会のみで、倉敷神経科病院との交流会は全て中止、親子クラブも1回のみ開催することができました。
　また、被災されたまちの人々が月に一度集まれる「まちコン」もコロナ禍のイベント中止の中でこじんまりと数回開催しました。
５　地ビール醸造・販売・並びに小売酒販、飲食業等、障害者支援に係る事業
　地ビールの醸造・販売事業も10年目に入りましたが、「Beerまび」は西日本豪雨災害後から運営できない状態のままです。コロナ禍でほとんどの対外的な販売イベントが中止に追い込まれ、飲食店の販売も軒並みダウンし、コロナ禍の収束が見えない中で240万円の大きな赤字を抱えました。
６　その他この法人の目的を達成する事業
1 ：「マインド通信」の発行は随時となり、本年度はマインド通信Vol.187号、188号を発刊しました。発行部数は１６０通となっています。
2 ：「くらしきモデル」「くらしき物語」準備事業、製麦プラント整備運営事業
　　　　　日本財団の助成を受け、倉敷市内に小規模作業所（地域活動支援センターⅢ型）と精神障害者のグループホームをセットで整備する「くらしきモデル」と、その作業所へ倉敷生まれ（岡山大学資源植物科学研究所・倉敷市、が開発した）の大麦を真備町で収穫し、その大麦を倉敷（真備町）で製麦（製麦プラントを整備して）・醸造する正真正銘の「地」ビールを供給する「くらしき物語」をセットにしたモデルプランを進めておりましたが、西日本豪雨災害で、現在休止中です。
　　　　　　イギリスへ発注した製麦プラントの製造が遅れており、さらにコロナ災禍で全世界が機能不全の中で、セルビアの生産工場も長期間のロックダウンで、今後の目途が立っておりません。発注先の企業は、状況は良くなる見通しとのことですが、今後のコロナ禍の状況次第と考えます。
2、 事業の実施に関する事
①（特定非営利活動に係る事業）

	

	


	事業名
	事業内容
	実施日時
	実施場所
	従事者の人数
	受益対象者の範囲及び人数
	支出額

（千円）

	心の「病」をかかえた当事者・家族並びに市民への相談事業
	「テーブルまび」を開催
	毎月第二日曜日

13時～15時
	Beerまびにて
	　３名
	各種当事者・家族・一般市民等　　

のべ６０名
	　　　　０

	
	「真備連絡会」の開催

	毎月第２木曜13時半～15時
	真備保健福祉会館

	３名

	町内高齢・障害関係事業所職員
　　　４２６名
	　　　　０

	心の「病」をかかえた当事者・家族と市民の交流事業
	「まちコン」開催
	コロナ禍にて中止・縮小
	真備公民館箭田分館
	２名
	地域住民・関係者
１００名
	　　　　０


	互いに楽になれるような研修・啓発活動事業
	「障がい」当事者による体験発表・講演会等の語り部
	随時


	依頼先


	　　　１５名


	一般市民・当事者・家族

１００名
	　　　　０
マインド作業所の事業とする

	「障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律」による障害福祉サービス、並びに地域生活支援事業に係る事業
	マインドケアホーム・グループホーム運営事業
	随時

	町内


	スタッフ：14名


	入居者：２１名

（16名から5名の新入居あり）
	４０，０７４


	
	マインド作業所運営事業
	（火）（木）（土）(日)の週４日開所
	新マインド作業所

	スタッフ：３名

当事者スタッフ

　　　　：４名
支援ワーカー
：１名
	利用者

のべ２０８５名
	７，０４０

	地ビール醸造・販売、並びに小売酒販、飲食業等、障害者自立支援に係る事業
	地ビールの醸造・販売
	随時
	自社工場
	スタッフ：１名


	当事者・家族

20名
	　６，４１６

	
	酒類等の販売、くらしき三斉市等への出店
	随時
	自社店舗
	スタッフ：２名

当事者スタッフ

：２名
	当事者・家族

25名
	　３，２３５

	
	「Beer」まびの運営
	休止中
	自社店舗
	　　　　　　０
	　　　　　　０
	　　　　０

	その他この法人の目的を達成する事業
	会報発送
	年２回
	事務所
	　　　　　２名
	１６０通
	０（作業所）

	
	「くらしきモデル」「くらしき物語」準備事業
製麦プラント整備運営事業
	休止中
	倉敷市内
	　　　　　　０
	　　　　　　０
	　８，１７３
（減価償却分）

	
	お互いさまセンターまびとの協同事業
	随時
	倉敷市内
	スタッフ：１名
当事者：２名
	市民：２０名
	　　　　０


